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稻熱病菌の接種方法とじて，従來より胞子淫溝
液を撒布する方法が専ら行なわれて來た。其の他

の方法としてば，坂本正幸氏による葉鞘接種法が

あり，叉穗頚稲熱病は逸見博士による穂頚節部に

脱脂綿を巻く方法が行なはれて來た。尚節稻熱病

は今日迄適当な方法が行なはれて居らない様であ
る。

私達は昨年より稻熱病菌の系統に関する研究に
従事して居り，従來の接睡方法では計数的に表示
する事が困難な為に，これ等に代る良い方法が無
いかと色糞試験を行った虎，注射器を用ひ，胞子

浮滋液を組織内に注入すれば高い發病率を示すこ
とを知ったので，大要を報告する。

試験方法

供試菌は昭和26年度縣下各地で採集した葉稻熱

病より分離した菌を用い，これを稻藁培養基に植

付け25･cで3～4週間培養し，殺菌水を加えて良く

振盟し，後薄い脱脂綿で雄過し胞子浮溝液として

供した。’

1)．稻笛の葉鞘に對する接種

、草丈15～20寸に生育した水稻u品種に10月23日

7菌株の胞子浮溝液を2ccの注射器で苗の最上部の

展開葉の葉舌に接近せる葉鞘内に0.2～0.5cC宛注

入し,20-25cに保温した接種箱に40時間湿度を

保った。調査は11月12日に行い発病茎數歩合を算

出した6一例を関東51号[m菌株について撒布接

種と比較すれば第1表の通りである。

、
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穗頚に対する接種成績第2表この結果，撒布接種と注射接種とによる發病歩合

を比較するに，前者より後者の方が病原性を示め

す数値を高く示したの奄本病菌の病原性を確か

あるための接匪方法として採用し得ることを認め

た。

2)．穂頚に対する接種

出穂後’週間以内の幼穂の穂頚に對して従來の

瀞布及脱脂綿法と注射法とを併せ行った。

注射方潅ば穂頚節部の直下の中室部に注射器で
胞子浮海液を0.2～0.5cc宛注入接画した。接面は

9月8日及9日の2回行いその平均の成誠を示めすと
第2表の通りである．
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この結果注射接霞法は他の方法より発病率が断然

多かった。

3)．穂孕の穂に對する接種

穂孕期より出穂始めの幼穂に對して，止葉の葉
鞘内に胞子浮燐液を注入して接砿した場合の發痛
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状況を知る為に行ったもので，9月8日より9月309月9日出穂期の水稻の桿節部に胞子浮溝液を撒

日に渉り5回棲種試験を行った。發病調査は10月布する区と横及び斜めに注射する方法により関東

､18日に行い接屋時の幼穗の抽出状況を4階級に分54号〔4〕菌洙を接踵した。その成績を示めすと第

"けて行った。その平均の成績を示めすと第3表の4表の通りである。

通りである。第4表節に対する接種成績

第3表穗孕の穂に對する接種成績
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穗孕の状態338．2“77．2 斜差し注射区281656．8

幼穂僅かに抽出975965．9 撒’布区10300．0

幼穂半分位抽出672361.O
この結果，胞子浮溝液の撒布区には全く節稻熱病

幼穗8割位抽出662745．2
の發生を見なかったのに反し，注射区は相当の発

この結果霞孕期より出穂初期の幼穂は，止葉の葉病を認め，特に横差しより斜差しにより節稻熱病
鞘内に胞子浮酵液を注射することにより極めて高を多く發生せしめ得ることを知った。
い發病率を示めし，叉幼穂の抽出状況と發病との 以上の結果より稻熱病菌の接種方法として，稻

関係癒穂孚期より半分位抽出した頃迄は大差なくの組織内に胞子浮溝液を注射器により注入するこ

高い發病歩合を示めし，幼穂が8割以上抽出すれ．とは極めて高い發病率を示めし，この注射法が接
ぱ發病歩合は低下した。従って本法は最も有効な種方法に採用して充分価値あることを知ったので
接麺方法であることを知った。ある。

4)．節に對する接種〔長野農試昭28）

穗首いもちの発生機構

小野小

穂頚いもちは椴作後期の害として最も恐るぺき

ものである。ところが，これに関する研究面は必

ずしも進んでいない。私はまず，頚いもちの發生

機雛を知ることが第一と考え，これについて試験

を初めている。

本年内に知られたことの大要を示せば犬休次の

如くである。

1．穂頚部に菌の接匝と行うと，最も侵入の多

いのは哲蛎であり，次いで退化籾である。節

間部には侵入することが少ない。

2．苞葉に陵入した菌は次第に内部に進み維管

束を通じて上下に遠くまでのびる。

3．実際遡場で苞葉を調在して見ると，頚いち

三 郎

ちの病徴を呈さないものでも大部分のものが褐愛

し，菌類の侵入を受けていることが知られた。

4．苞蛎の潟愛したものから，菌の分離叉は，

この部分に菌抱子の形成をさせると，いもち病菌
がかなり沢山あることが見ら奴る。しかし’この

他にも敬種のいわゆる雑菌も見られた。

5．以上主りして，苞葉は自然界でも，いもち
病菌に澤山侵入を受けていることが知られると同

時に，侵入した菌も，この後の條件によってば苞
葉に潜在したまムでおり，時には發病させること
になるものであることが想像される。

〔北陸農試昭28)
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